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気候危機が私たちの生活に及ぼす影響　
―最前線、南太平洋の島国からの声―
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北畠　さおり
日・米での臨床看護、JICA青年海外協力隊経験を経て、
WHOへ入職。米国ワシントン大学公衆衛生学部国際保健
学科修士過程修了。

　はじめまして。私は 2018 年から
2021 年３月までの３年間、WHO 西太
平洋地域事務所（Regional Office for 
the Western Pacific ）の大洋州技術協
力 部 門（Division of Pacific Technical 
Support）にて、気候変動と健康のテク
ニカルオフィサーとして勤務していまし
た。

　私は中学生の頃から異文化への興味・
関心が強く、将来は海外で働いてみたい
と漠然と考えていました。大学はアメリ
カへ進学し、看護学を専攻しました。国
際保健に興味を持ち、いつか WHO で
働いてみたいと考え始めたのもこの頃か
らだったと思います。アメリカのアトラ
ンタの病院の外科病棟で看護師として勤
務した後、日本に帰国した後は国立国際
医療研究センターの個室病棟で２年間勤
務しました。臨床現場で末期の患者さん
達と関わっていくうちに病気発症前の予
防の重要性を考えさせられ、公衆衛生に
興味を抱く様になりました。その後、
JICA 青年海外協力隊の感染症対策員と
して中米ニカラグアの保健省に派遣され、
中南米の風土病であるシャーガス病対策
に従事しました。協力隊終了後、米国ワ
シントン大学の公衆衛生修士課程に進学、
主に気候変動の健康への影響について学
び、卒業後にジュニアプロフェッショナ
ルオフィサーとして WHO フィジー事
務所配属に至りました。

　私が所属していた DPS は大洋州の 21
の国やエリアへの技術協力を行っていま
す。大洋州には様々な国があり、人口が
約 11,000 人未満のツバルといった小国
から、大洋州の中では比較的人口が多い
フィジーやソロモン諸島などがあります。
また地理学的観点からも多様性に富んで
おり、キリバス やマーシャル諸島など
海抜が低いサンゴ礁の上に形成された環
礁国、サモアやバヌアツなどの火山島か
らなる国々もあります。これらの大洋州
の国々では非感染性疾患（NCDs）、新
興感染症含む感染症アウトブレイク、そ
して気候変動などの環境問題による健康
被害の３つの疾病負荷が大きく占めると
言われています。DPS の仕事は大きく
分けて、 ヘルス・セキュリティの強化、
保健システムの強化、 NCDs 対策、感染
症対策、そして気候変動と環境問題から
人々の健康を守る、の５つに分類されま
す。DPS ではこれら５つの分野での技
術支援を行うにあたり、様々な国連機関、
ドナー・開発パートナーや NGO などと
協力して各国保健省などへの支援を行っ
ています 1。

　私が DPS 内で所属していたチームは
環境保健全般を担当していました。環境
保健は気候変動から WASH（水と衛生）、
医療廃棄物や化学物質の管理などとにか
く広範囲に及ぶ分野ですが、これを担当

していたのはとても小さいチームで、毎
日慌ただしく過ごしていました（チーム
コーディネーターであるマレーシア人の
上司、フィジー人ナショナルスタッフ、
アシスタント各 1 名と筆者）。
　さて気候変動の健康影響ですが、これ
も多岐にわたります。気温上昇による熱
中症・心疾患などの増加や、サイクロン
・干ばつなどの異常気象によって誘発さ
れる水系感染症の増加、媒介昆虫の生息
地の変化によるデング熱などの蚊媒介感
染症発生率傾向の変化などがあります。
特に大洋州では海抜が低く、海面上昇に
よる影響は顕著です。海岸に隣接してい
る住居や医療施設も多く、キングタイド
など極端に大きな大潮の際はこれらの施
設は浸水してしまうこともあります。ま
た、海面上昇による地下水への塩水侵入
が見られている地域もあり、現時点でも
難しい安全で清潔な飲料水の確保が、気
候変動の深刻化に伴い、さらに困難にな
ると予想されます。さらには土壌に塩水
が混入することにより農作物が以前の様
に育たなくなり、新鮮な野菜や果物が国
内で入手困難になります。そうすると加
工品などの輸入品に頼らざるを得なくな
り、現在でも疾病負荷が高い高血圧や糖
尿病などの NCDs の増加が懸念されて
います。そして大洋州地域には海面上昇
により数十年後には海に沈んでしまうと
言われている国もあります。『自分たち
の国がなくなってしまうのではないか』
という不安と共に生きるということの心
の健康への影響は計り知れません。
　気候変動は公衆衛生上の最大の危機と
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も言われ、これまでの公衆衛生における
進歩を著しく逆行させてしまう可能性が
指摘されています。気候変動による健康
被害を最小限にするためには、温室効果
ガス排出削減（緩和）と既に起こってい
る影響への準備・対策（適応）の両方を
行っていかなければなりません 2。今世
界は第 21 回気候変動枠組条約締約国会
議で採択されたパリ協定の長期目標『世
界の平均気温上昇を産業革命以前に比べ
て 2℃より十分低く保ち、1.5℃に抑え
る努力をする』達成のためにそれぞれの
国が策定した行動計画の実施を求められ
ています 3,4。

　このようなスケールの大きい問題の解
決は容易ではありません。私たちのチー
ムは気候変動や環境問題による健康被害
を最小限に抑えることを目的に、気候変
動がもたらす健康被害そして気候変動緩
和及び適応のアクションを実施すること
で生まれる『ヘルス・コベネフィット（相
乗便益）』を大洋州島嶼国の政府やステ
ークホルダーに対し提唱してきました

（DPS で制作したビデオ 5、ぜひご覧く
ださい）。また、従来保健セクターは気
候変動の交渉・議論に参加していないこ
とが多く、国家気候変動適応計画等には
保健セクターのニーズが含まれてこなか

ったこともあり、保健セクターがこのよ
うな行動計画策定にあたり他セクターと
の議論に参加できるよう調整援助を行っ
てきました。保健セクター内での仕事と
して主に行っていたのは、気候変動の影
響に対応できるような強靭な保健システ
ムの構築の提唱 5,6、そして保健省が実
際に医療施設の改装や保健医療人材教育
などの保健セクター適応計画実行のため
の資金調達の援助などでした。

　DPS での仕事は、私にとって刺激的
でやりがいのあるものでした。様々な国
籍や文化、バックグラウンドを持つ同僚
達と共に同じ方向を向いて創り上げてい
く、というプロセスに私は一番やりがい
を感じていた様に思います。意見・価値

観の相違があることも多く困難なことも
多いですが、やはり多様性があるからこ
そ、様々な人々のニーズに応えたより良
いものを生み出せる素晴らしい可能性を
秘めていると感じました。これから
WHO を目指す方たちには、ご自身が本
当に興味を持てる専門分野の知識を深め
ていくことはもちろんですが、様々な場
面に遭遇した時に臨機応変に対応できる
力、そして現場のニーズを汲み取る想像
力やコミュニケーション力を育んでいっ
て欲しいと思います。目の前のことに真
摯に取り組むことで、全ての経験が自分
の武器になり、将来 WHO での仕事に
も役に立つと思います。私もまだまだ自
分の道を模索中ですが、いつかどこかで
一緒に仕事を出来る日を楽しみにしてい
ます。

職務内容

将来 WHO を目指す方へ
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